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３）議事ー１

流域治水や水防災意識向上に関する取組について

○各機関の取り組み

資料ー３



0

白川水系河川整備計画では、洪水氾濫による災害の発生防止又は軽減を図るため、洪水対策として、河道掘削等や堤防の整備、
横断工作物の対策を実施します。
○高潮区間において高潮による越水の危険がある区間の高潮堤防整備を実施済み（R２完了）
○緑の区間（大甲橋～明午橋）において堤防高が不足している区間の堤防嵩上げ整備を実施済み（R７完了）
○流下能力向上を図るため下流固定堰群改築（三本松堰、十八口堰、井樋山堰）及び樋管改築及び水路整備（R６着手）
○堤防高が不足している中原地区（左岸）において堤防嵩上整備中（Ｒ２～実施中）
○河道掘削（高水敷及び河床）と併せて護岸補強（根接ぎ）を実施中（Ｒ２～実施中）

○三本松堰改築及び河道掘削等に伴う対策として橋梁改築等（JR白川橋梁・薄場橋）
○下流固定堰撤去（三本松堰、十八口堰、井樋山堰）
○上流区間の堤防断面が不足している堤防整備（大江地区）及び流下能力向上のための渡鹿堰改築等

三
本
松
堰
改
築
等

井
樋
山
堰
改
築
等

渡
鹿
堰
改
築
等

実施箇所・対策内容

これまでの経緯を踏まえ地域住民等の
意向を把握しながら検討し、今後の河
川整備について合意を得た上で実施

凡 例

河道掘削等

築堤（嵩上げ・拡幅）

高潮対策

横断工作物の対策
（橋梁・堰 改築等）

大臣管理区間

小磧橋
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大甲橋
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中原地区等堤防整備

緑の区間堤防整備
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○ ⽩川⽔系の洪⽔対策については、⽩川⽔系河川整備基本⽅針に定めた⽬標
（昭和28年6⽉洪⽔と同規模（年超過確率1/150の規模の洪⽔）の洪⽔を
安全に流下させること）に向けて、上下流及び本⽀川の治⽔安全度のバラ
ンスを確保しつつ着実に河川整備を実施することとし、河川整備計画
（R2.1）では、基準地点である代継橋地点での河道配分流量を2,400m3/s
（年超過確率1/60）⽬指します。

白川水系整備計画整備箇所位置図

大江地区堤防整備

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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国交省 阿蘇砂防事務所砂防堰堤整備等による土砂洪水氾濫対策
氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

事業の進捗状況

○豪雨による山腹崩壊や土石流等に起因する災害から住民の命とくらしを守るため、人家等に対する直接的な土砂災害防止及び下
流河川の河床上昇に伴う洪水被害の防止を図ることを目的として砂防事業を実施中。

■砂防堰堤整備

■令和６年度時点の取組進捗状況

・砂防堰堤２５箇所の事業を推進。令和７年３月末時点で１２箇所完成予定、５箇所工事に着手、８箇所設計及び用地買収に着手。

事業箇所図（令和6年度）

土石流となって流れ出てくる土砂
や流木を砂防堰堤でしっかりと受
け止めることで、下流の民家等に
被害が出るのを防ぎます。

阿蘇市

大津町

高森町

南阿蘇村

砂防堰堤整備 等
（阿蘇カルデラ内）

２５箇所

西原村

■令和６年度の取り組み

■取組内容の説明

⻄湯浦川１（阿蘇市）
【令和５年度完成】

夜峰⼭２砂防堰堤(南阿蘇村)
令和６年３⽉完成

三王⾕川２砂防堰堤(阿蘇市)
令和６年３⽉完成

⻄平川１砂防堰堤（阿蘇市）
令和7年5⽉時点施⼯中

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



①⾼森⾼校 ２年⽣ 普通科３４名
⽇時 ６⽉１８⽇（⽕） 13時３０分〜１５時３０分
特⾊ ⾼校⽣サミットで⽣徒が災害からの復興をテーマに研究発表
学習⽬標 阿蘇地域における災害からの復旧・復興について学ぶ
⼯夫 ⾼校⽣サミットの発表の参考となるよう国⼟交通省の復旧・復興

事業を座学で紹介、施⼯現場で復旧・復興に携わる建設業をPR
②⾼森⾼校 １年⽣ 普通科およびマンガ学科６９名

⽇時 ７⽉５⽇（⽊） １３時４０分〜１４時４０分
特⾊ 全国初のマンガ学科には阿蘇地域外出⾝の⽣徒も多い
学習⽬標 阿蘇地域の特徴と⼟砂災害の基本を学ぶ
⼯夫 阿蘇地域の地形・過去の災害等を直感的・視覚的に学べる授業

③⾼森中央⼩学校 ６年⽣ 30名
⽇時 11⽉14⽇（⽊） １３時４５分〜１４時５０分
特⾊ 学校全体の取り組みとしてジュニア防災検定を受験
学習⽬標 阿蘇⼭がもたらす⾃然の恵みと⾃然災害について知る
⼯夫 受験するジュニア防災検定の問題集をふまえた学習内容

④南阿蘇⻄⼩学校 ４年⽣ １４名
⽇時 １１⽉２９⽇（⾦） １３時１０分〜１５時５０分
特⾊ 社会科で地形や災害について学習
学習⽬標 「阿蘇地域の地形」と「砂防堰堤」について学ぶ
⼯夫 地形の特徴を直感的に学び、飽きさせない体験型の授業

⑤⾼森中学校 １年⽣ ５３名
⽇時 ２⽉１９⽇（⽔） １３時２５分〜１５時１５分
特⾊ 理科の授業で⽕⼭について学習
⽬標 阿蘇⼭がもたらす⾃然の恵みと⽕⼭災害・⼟砂災害を学ぶ
⼯夫 地形の特徴を直感的に学ぶ⼯夫(⽴体地図、段ボールジオラマ)

砂防堰堤の施⼯現場の⾒学時に⼿で触って⽕⼭性の地質を勉強

ARの活用
タブレットの画面に
完成した砂防堰堤の
３次元モデルを投影

令和６年度は高森高校、高森中学校、高森中央小学校、南阿蘇西小学校で防災学習を実施

各学校・学年で特色のある取り組みが行われていることをふまえ、事前に教育委員会や学校と調整して学習
目標の設定や学校側の満足度が高くなる様々な工夫を行い、学習カリキュラムに組み込んだ授業を実施

高森中央高校の施工現場視察

学校と連携した防災学習の実施

高森中学校の授業と施工現場視察

段ボールジオラマ 火山性の地質を触って体感

・堰堤の見学ができて勉強なった。工事現場に足を踏み入れるこ
とはあまりないと思うので、とても興味深かったです。（高森高校
２年生）

・私の家は山から遠い方らしいので、あまり準備をしていなかった
けど、水と一緒に流れてくるので、家の近くまで流れてくるかもし
れないという意識をもって大雨のときは過ごしたいと思いました。
また、非常食も備えておきたいです。（高森中央小学校 ６年生）

【生徒の声】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策



地区防災マップ作成支援

南阿蘇村長野地区を対象として、地区防災計画内に掲載する地区防災マップの作成を支援
聞取り調査やワークショップ等を通じて、地区の地元住民を主役としたマップ作成を実施
本取り組みにより他の地区でも地元住民が主体となったマップ作成が波及することを期待

支援の流れ

令和6年２月２５日

土砂災害防止の取り
組みに関する説明会

（長野公民館）

令和６年６月１１日

土砂災害履歴に関す
る聞き取り調査

（長野公民館）

令和6年６月２９日

地区防災マップ作成
ワークショップ

（長野公民館）

令和6年８月22日

作成した地区防災マッ
プを用いた町歩き

（長野地区内）

土砂災害履歴に関する聞き取り調査

24名ご参加

聞き取り結果のマップ上での見える化

地区防災マップ作成ワークショップ

１３名ご参加

マップのイメージ図など、
ワークショップの成果の
図・写真

地元住民が主体となってマップを作成できるような仕掛けも今後検討

地区防災マップ完成イメージ

全体図

長野地区拡大

2

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策



流域流木対策の推進

流域治水の取り組みとして位置づけられている流域流木対策を効率的かつ効果的に進めるべく、
砂防部局と治山部局が連携し、流木対策に係る勉強会と現場視察を開催

勉強会 現場視察
・熊本地震での斜⾯崩壊による、⼭腹荒廃と渓流内不

安定⼟砂への対策施設を⾒学
・阿蘇カルデラの景観への配慮、施設の配置計画、⼟

砂および流⽊の効果量の⾒込み⽅、除⽯や管理⽤道
路などの維持管理 計画の考え⽅などについて意⾒
交換を実施

・各機関で作成した資料を持ち寄り、勉強会を開催
・流⽊対策における各機関の指針や技術基準、他地域で

の流域流⽊対策の先進事例、各機関の事業内容や事業
箇所についての勉強と意⾒交換を実施

・将来の計画⽴案に向けた継続的な勉強会の実施を確認

国⼟交通省 九州地⽅整備局（河川計画課、地域河川課、阿蘇砂防事務所、川辺川ダム砂防事務所）、林野庁 九州森林管理局（熊本森林管理署）
熊本県（砂防課、森林保全課、阿蘇地域振興局 農林部林務課、阿蘇地域振興局 ⼟⽊部⼯務課）、森林研究･整備機構 森林整備センター（熊本⽔源林整備事務所） 計22名 3

阿蘇砂防事務所
情報共有と課題発掘ができ
たので、引き続き連携強化
を進め、阿蘇地域での流⽊
対策を推進したい。

熊本県森林保全課
県内で先⾏する万江川流域で
の取り組み等も参考に、今後
も阿蘇地域での連携強化を進
めたい。

治⼭事業（熊本県）実施箇所

直轄砂防事業実施箇所

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



野焼き支援ボランティアへの参加

草原の保全と地域貢献のため阿蘇砂防事務所職員が野焼き支援ボランティアに参加

【野焼き・草原の恩恵】

【草原の減少】 約100年で半分以下に

出典：千年の草原を未来につなぐ（環境省HP ,不明）

野焼き支援ボランティアに参加 2025.3.1

生物多様性

水源の涵養

野焼きを行う出役者数は、平成１０年の7,673人から令和3年の5,660人へ２６％の減少

出典：阿蘇草原維持再生基礎調査（熊本県,2022）

【野焼きの状況】
採草や放牧、野焼きなど草原を守る人が減少し日本一の広さを誇る草原
の面積が減少し続けている。草原が失われることで阿蘇が育んできた貴
重な生物多様性、景観、土砂災害のリスクが懸念される。

阿蘇草原がもたらす４つの恵み

土砂災害の緩和

炭素の固定

出典：草原再生イラスト集（環境省HP ,2023）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



熊本大学と連携した防災・減災の取り組み（くまもとサイエンスカフェ）

お茶を飲みながらゆったりとした対話形式で、熊本の自然や歴史を学び、得られた知見を暮ら
しや防災・減災に役立て頂くことを目的とした「くまもとサイエンスカフェ」を熊本大学等と
共催で実施
令和６年度は計１１回実施され、うち１回は阿蘇砂防事務所の事業箇所を紹介

阿蘇カルデラ外輪山の現地を歩きながら、地形や地質、植生を観
察し、その成り立ちや土砂災害との関係について学びました

西平川1砂防堰堤 西平川1上流の治山施設

説明の様子説明の様子

第７回の実施内容

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策



災害伝承・地域防災力向上のための取り組み

阿蘇カルデラは世界文化遺産登録を目指す独特な文化的景観が広がる地域である一方、その地
形的特徴から多様な災害リスクを抱えており、過去何度も大きな災害を受けている地域である
阿蘇砂防事務所において現地調査・聞き取りを行い阿蘇地域の自然災害伝承分布図を作成
風土（くらし）と砂防事業（ぼうさい）を結びつけた防災学習を行うことで災害の自分事化、
地域防災力向上に期待

① 萬霊塔（1846年弘化3年水害）
② 中松三区水害之碑

（昭和28年西日本水害）

現地調査・聞き取りで発見した自然災害伝承碑の一部

③ 一の宮町災害復興慰霊の碑
（平成2年7月豪雨）

④ 数鹿流崩之碑
（平成28年熊本地震） 位置図

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

堆積土浚渫 宇城市

○緑川水系上流部にあたる支流において、周辺地域の水害の減少及び下流部（本流）への土砂流出防止を目的に、河川に堆積した
土砂の撤去を行う。

■取組内容の説明

■令和６年度時点の取組進捗状況

対策内容 実施内容
取組工程の進捗状況

短期 中期 中長期

支川等氾濫対策 堆積土撤去 目標 0

流　　域

指定区間

準用・普通河川

出水期前後の河川パトロールを実施し土砂流出及び堆積が多い箇所の堆積土を撤去する。

土砂撤去箇所及び撤去状況

緑川水系流域治水プロジェクト 【流域治水対策内容のフォローアップ】

R6時点

R5実施箇所

R6施⼯箇所

R6河川点検結果

R6施⼯

R5施⼯
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３）議事ー２

流域治水や水防災意識向上に関する取組について

○緑川水系河川整備計画変更及び緑川水系流域治水プ
ロジェクト
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2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算
現行の河川整備計画が完了したとしても治水安全度は目減り

グリーンインフラやカーボンニュートラルへの対応
インフラDX等の技術の進展

○ 気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りすることを踏まえ、流域治水の取組を加速
化・深化させる。このために必要な取組を反映し『流域治水プロジェクト2.0』に更新する。

現状・課題 必要な対応

流量

期間

目標とする
完了時期

現在

気候変動下においても、目標とする治水安全度を
現行の計画と同じ完了時期までに達成する

あらゆる関係者による、様々な手法を活用した、
対策の一層の充実を図り、流域治水協議会等の関
係者間で共有する。

必要な対応のイメージ

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇 約1.1倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量

約1.2倍

降雨量が約1.1倍となった場合

様々な手法の活用イメージ

同じ治水安全度を確保するためには、
目標流量を1.2倍に引き上げる必要

同じ治水安全度

＝

＜気候変動に対応し
た計画＞
6000トン

（50年に一度の洪水）

＜現行計画＞
5000トン

（50年に一度の洪水）

◆治水施設の多面的機能の活用
・平時における遊水地内の利活用
・MIZBEステーションの整備
 （防災×賑わい創出）

◆溢れることも考慮した減災対策の推進
・粘り強い河川堤防の整備
・貯留機能保全地域における、
  家屋のかさ上げ・移転

◆インフラDX等の新技術の活用
・洪水予測の高度化
・浸水センサの導入
・ドローンによる河川管理の
  高度化・効率化

◆治水施設の多面的機能の活用
・ハイブリッドダムの取組推進

※現行の計画と同じ完了時期までに目標とする治水安全度を達成するため、
様々な手法を活用し、集中的に整備を進めることが必要

流域治水プロジェクト2.0
～流域治水の加速化・深化～

⇒現在の河川整備計画に基づく対策や流域における各取組を推進するとともに、気候変動を踏まえて追加で必要となる
対策案の詳細については、更に議論を深めていく。



＜対策後＞

気候変動に伴う水害リスク の増大

■気候変動に伴う水害リスクの増大

■水害リスクを踏まえた各主体の主な対策と目標

＜現状＞ ＜気候変動考慮（雨量1.1倍）＞

現況

リスク
増大

対策後

気候変動

【目標】気候変動による降雨量増加後のS18.9洪水に対する安全の確保

○既往最大流量を記録したS18.9洪水に対し、２℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、緑川流域では浸水世帯

数が約18,000世帯（現況の約1.2倍）になると想定され、事業の実施により、浸水被害が解消される。

浸水世帯数0世帯

【目標】KPI：浸水世帯数 約18,000世帯⇒0世帯

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

国 約18,000世帯の浸水被害を解消

堤防整備
河道掘削
堰改築

既存施設の有効活用
洪水調節施設の整備

概ね
30年

市町村
洪水時の急激な水位上昇を抑制

内水排除
遊水機能を有する土地の保全

概ね
20年

市町村
河川への流出抑制

市街地等の浸水の防止
校庭貯留施設整備

小学校敷地内貯留施設整備
概ね
20年

対策後

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

被害対象を
減らす

県 防災まちづくり
土砂災害警戒区域等の指定による

土砂災害リスク情報の充実
－

市町村（熊本市） 防災まちづくり
内外水一体型のリスクマップを踏まえた

立地適正化計画の見直し
概ね5年

市町村

防災まちづくり
土砂災害特別警戒区域

からの移転促進
－

新たな居住に対し、立地を規制する居
住者の人命を守る

災害危険区域の指定の検討 概ね5年

被害の軽減
 ・早期復旧・ 

復興

国

操作の確実性による
浸水被害の軽減

排水機場の遠隔操作・監視 概ね5年

災害対応や避難行動等の支援 洪水予測の高度化 概ね5年

県・市町村 避難体制等の強化 広域避難の促進 －

※

※国管理区間における外水氾濫によるリスク

 上図は、緑川、御船川、加勢川、浜戸川の洪水予報区間について、河川整備計画規模及び気候変動考慮後の外力により浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。
 上図は、緑川、御船川、加勢川、浜戸川における現況の河道・洪水調節施設の整備状況及び流域治水プロジェクト2.0に位置付けている国が実施する氾濫を防ぐ・減らす対策を実施後の状況を勘案したうえで、氾濫した場合の浸水の状況を、シミュレーションにより予測したものです。
 なお、このシミュレーションの実施にあたって、国管理区間以外の支川においては、決壊による氾濫は考慮しておらず、溢水・越水のみを考慮しています。また、高潮及び内水による氾濫等を考慮していません。

浸水世帯数約15,000世帯 浸水世帯数約18,000世帯



※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

熊本市

宇土市

嘉島町

御船町

甲佐町

益城町

西原村

菊陽町

美里町

宇城市

山都町

大津町

高潮堤防整備

堤防整備

堤防整備

橋梁架替

緑川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～歴史的な治水対策の保全及び未来に向けて流域が一体となった防災・減災対策～

災害危険区域の指定

立地適正化計画制度における
防災指針の作成（熊本市）

高潮堤防整備

森林の整備・保全
治山施設の整備

船津ダム

緑川ダム

天君ダム

事前放流

既存調整池容量の拡充

砂防堰堤整備

調整池の整備

ため池の補強・有効活用

ため池の調査・補強・有効活用

立地適正化計画制度における
防災指針の作成（益城町）

歴史的な治水対策の保全（轡塘）

堰改築

既存施設の有効活用

・ハザードマップの整備、避難訓練の実施（流域内の全市町村）
・水防災教育の実施（熊本市、宇土市、甲佐町、美里町）
・防災士の育成（熊本市、御船町、甲佐町、益城町、美里町、山都町）
・自主防災組織の活動の推進（熊本市、西原村、御船町、甲佐町、益城町、
美里町、山都町）

凡例
浸⽔想定区域
⼤⾂管理区間
居住誘導区域

校庭貯留施設整備

小学校敷地内貯留施設整備

・用水路等の事前排水（宇土市、嘉島町、甲佐町）
・排水機場の事前排水（熊本市、宇土市、宇城市）

堤防整備

河道掘削内田川
排水機場

上仲間
排水機場 古川

排水機場

鯰
排水機場

堤防整備

河道掘削

砂防堰堤整備

雨水貯留機能向上

河道掘削

雨水貯留機能向上

流木・塵芥捕捉

農業水利施設の整備

砂防堰堤整備

水田の貯留機能向上

・キキクルの普及等ICTを活用した早めの自主避難の促進
・外国人対応の防災マップ、避難所マニュアル等の整備

⃝ S18.9洪水では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したこと等を踏まえ、以下の取り組みを一層推進する。国管理区間においては、気候変動（２℃上昇）下でも目標
とする治水安全度を維持するため、既往最大流量を記録したS18.9洪水に対し２℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水を、安全に流下させることを目指す。

⃝ 堤防整備や河道掘削等の事前防災を引き続き推進し、洪水時の急激な水位上昇を抑制するために、遊水機能を有する土地や歴史的な治水対策の保全を図る。流出抑制対策の検討や特定都
市河川の指定に向けた検討、防災まちづくり等、流域市町村が一体となった防災・減災対策を図る。

海岸事業関係者との連携

・内外水一体型のリスクマップを踏まえた
立地適正化計画の見直し（熊本市）

R7.5（整備計画変
更に伴う更新）

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川整備計画の過程で
より具体的な対策内容を検討する。

防災訓練の様子

下仲間
排水機場

下水道浸水対策
（バイパス管）

■被害対象を減少させるための対策
・内外水一体型のリスクマップを踏まえた立地適正化計画の見直し（熊本市）

・災害危険区域の指定（甲佐町、美里町）

・立地適正化計画制度における防災指針の作成（熊本市、益城町、宇城市）
・土砂災害特別警戒区域からの移転促進（流域内の全市町村）
・土砂災害警戒区域等の指定による土砂災害リスク情報の充実

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○国・県・市町村
・水位・河川監視カメラの設置（国、県、宇土市、菊陽町、西原村、甲佐町）

○県・市町村
・広域避難の促進（県、宇土市）
・マイタイムラインの作成・更新・普及（県、菊陽町、美里町、山都町）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保等
（県、菊陽町）

・避難訓練の実施（流域の全市町村）
○国
・内外水一体型のリスクマップの作成
・防災ステーションの整備 ・排水機場の遠隔化
・まるごとまちごとハザードマップの作成（想定最大規模）
・三次元管内図の整備
・危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの公開
・洪水予測の高度化

○熊本県
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組

○市町村
・総合防災マップ、ハザードマップの整備（流域内の全市町村）
・ため池ハザードマップの作成、認知度向上
（大津町、西原村、宇土市、御船町、甲佐町、益城町、美里町、山都町）

・防災無線・エリアメールの有効活用（大津町、菊陽町、嘉島町、御船町、
甲佐町、益城町、山都町）

・HP・防災アプリ等を活用した情報伝達
（熊本市、大津町、菊陽町、甲佐町、益城町、山都町）

・熊本地方気象台との連携による避難指示等の遅延防止（菊陽町）
・キキクルの普及等ICTを活用した早めの自主避難の促進（菊陽町）
・外国人対応の防災マップ、避難所マニュアル等の整備（菊陽町）
・水防災教育の実施（熊本市、宇土市、甲佐町、美里町）
・防災士の育成（熊本市、御船町、甲佐町、益城町、美里町、山都町）
・自主防災組織の活動の推進（熊本市、西原村、御船町、甲佐町、益城町、
美里町、山都町）

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防整備、河道掘削、橋梁架替、堰改築、高潮堤防整備、天明新川水門整備 等

・下水道等の排水施設の整備 ・既存調整池容量の拡充 ・調整池の整備
・雨水貯留機能向上 ・水田の貯留機能向上 ・ため池の調査・補強・有効活用
・農業水利施設の整備 ・森林の整備・保全、治山施設の整備
・排水機場や用水路等の事前排水 ・校庭貯留施設整備 ・小学校敷地内貯留施設整備
・利水ダム等ダムにおける事前放流等の実施、体制構築（関係者：国、熊本県など）
・流木・塵芥の捕捉 ・既設施設の有効活用 ・竜野川合流点処理
・洪水調節施設の整備 ・遊水機能を有する土地の保全
・歴史的な治水対策の保全（轡塘） ・緑川ダム操作ルール変更
・砂防堰堤整備 ・海岸事業関係者との連携 ・特定都市河川の指定

歴史的な治水対策の保全（轡塘）

堤防

轡塘（くつわども）

砂防堰堤整備

砂防堰堤整備

既存施設の有効活用

特定都市河川の指定に向けた検討

立地適正化計画制度
における防災指針の
作成（宇城市）

河道掘削、樹木伐採

河道掘削

遊水機能を有する
土地の保全

河道掘削、樹木伐採

緑川ダム操作ルール変更

竜野川合流点処理

天明新川水門整備

堤防整備

河道掘削

堤防整備、河道掘削

堤防整備、河道掘削

河道掘削

堤防整備、河道掘削
橋梁架替、堰改築等

堤防整備

堤防整備、河道掘削

堤防整備、河道掘削
特定都市河川の指定

堤防整備、河道掘削

堤防整備

堤防整備、河道掘削

堤防整備、河道掘削

堤防整備

加勢川上流洪水調節施設

下水道等の排水施設の整備

緑川防災ステーション



氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
 （２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞

・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ハード対策（河道掘削、堰改築等）

・洪水調節施設の整備
・砂防堰堤整備

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・調整池の整備
・校庭貯留施設整備
・小学校敷地内貯留施設整備
・雨水貯留機能向上
・水田の貯留機能向上
・排水機場や用水路等の事前排水
・海岸事業関係者との連携
・特定都市河川の指定

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
（特定都市河川浸水被害対策法の適用を含む）
＜具体の取組＞
・内外水一体型のリスクマップの作成
・まるごとまちごとハザードマップの作成
（想定最大規模）

・広域避難の促進
・マイタイムラインの作成・更新・普及
・防災無線・エリアメールの有効活用
・避難訓練の実施
・熊本地方気象台との連携による避難指示等の遅
延防止

・キキクルの普及等ICTを活用した早めの自主避難
の促進

・外国人対応の防災マップ、避難所マニュアル等の
整備

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・遊水機能を有する土地の保全
・歴史的な治水対策の保全（轡塘）

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・内外水一体型のリスクマップを踏まえた
立地適正化計画の見直し（熊本市）

・土砂災害特別警戒区域からの移転促進
・災害危険区域の指定の検討

○既存ストックの徹底活用
＜具体の取組＞
・既設施設の有効活用
・流木・塵芥の捕捉

○土砂災害防止法に基づく警戒避難体制づ
くりの推進

＜具体の取組＞
・土砂災害警戒区域等の指定による土砂
災害リスク情報の充実

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞
・排水機場の遠隔操作・監視
・三次元管内図の整備
・危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの
公開

・洪水予測の高度化

緑川流域治水プロジェクト

※ 上記の他、特定都市河川の指定に向けた検討を実施。



３）議事ー３

流域治水や水防災意識向上に関する取組について

○意見交換
熊本市、甲佐町、御船町の取組事例紹介をふまえた意見交換
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https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html
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